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〔
民
集
未
登
載
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
二
〕

2

免
責
手
続
き
に
お
け
る
破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
四
第
一
項
お
よ
び
第
三
六
六
条
ノ
八
の
規
定
と
憲
法
第
三
二
条

最
高
裁
（
三
小
）
平
成
三
年
二
月
二
一
日
金
融
法
務
事
情
一
二
八
五
号
一
二
頁

判例研究

〔
事
　
実
〕

　
破
産
者
X
が
免
責
の
申
立
を
し
た
と
こ
ろ
、
破
産
債
権
者
Y
は
破
産
法

第
三
六
六
条
ノ
七
第
一
項
に
よ
る
異
議
の
申
立
を
し
た
．
破
産
裁
判
所
は

第
三
六
六
条
ノ
四
に
ょ
っ
て
破
産
者
を
審
尋
し
、
第
三
六
六
条
ノ
八
に
よ

っ
て
破
産
老
と
Y
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
X
に
対
し
て
免
責
許
可
決
定
を

し
た
。
Y
は
第
三
六
六
条
ノ
九
（
免
責
不
許
可
事
由
－
詐
欺
破
産
、
過
怠

破
産
等
）
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
し
て
東
京
高
等
裁
判
所
に
即
時
抗
告

（
第
三
六
六
条
ノ
ニ
○
、
第
一
一
二
条
、
第
一
〇
八
条
）
を
し
た
．
同
高

裁
は
抗
告
を
棄
却
し
た
．
Y
は
右
高
裁
決
定
に
つ
い
て
最
高
裁
に
下
記
の

理
由
で
特
別
抗
告
を
し
た
。

　
Y
の
抗
告
理
由
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
．

　
「
憲
法
三
二
条
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
破
産
法
は
、
多
数
債
権
者
の
法
的
請
求
権
を
奪
う
結

果
と
な
る
免
責
決
定
の
手
続
に
つ
い
て
、
単
に
審
訊
の
規
定
（
三
六
六
条

ノ
四
第
一
項
）
と
債
権
老
が
異
議
を
申
し
立
て
た
場
合
に
つ
い
て
の
申
立

人
の
意
見
聴
取
の
規
定
（
三
六
六
条
ノ
八
）
を
定
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
た
め
第
一
．
二
審
は
抗
告
人
に
証
言
に
よ
る
立
証
の
機
会
を
与
え
ず

に
抗
告
人
の
申
立
て
を
排
斥
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
決
定

に
つ
い
て
審
訊
手
続
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
．
当
事
者
に
主
張
立
証
の

機
会
を
十
分
に
与
え
る
よ
う
な
手
続
に
よ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
詐
欺
破
産
や
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過
怠
破
産
に
該
当
す
る
事
実
は
事
実
上
証
言
に
よ
る
し
か
十
分
な
立
証
が

で
き
な
い
。
免
責
の
手
続
に
つ
き
証
言
等
の
立
証
の
機
会
を
十
分
に
与
え

な
い
前
記
破
産
法
の
各
規
定
は
憲
法
三
二
条
に
違
反
す
る
」
．

〔
判
　
旨
〕

　
「
本
件
抗
告
理
由
中
、
破
産
法
所
定
の
免
責
規
定
、
特
に
免
責
の
不
許

可
決
定
の
要
件
を
規
定
し
た
同
法
三
六
六
条
ノ
九
の
規
定
が
憲
法
二
九
条

に
違
反
す
る
と
主
張
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
右
免
責
規
定
が
憲
法
二
九
条

に
違
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
（
昭
和
三
六
年
（
ク
）
第
一
〇
輔
号
同
年
一
二
月
一
三
日
大
法
廷
決

定
・
民
集
一
五
巻
一
一
号
二
八
〇
三
頁
）
、
右
論
旨
は
理
由
が
な
い
。

　
ま
た
、
右
抗
告
理
由
中
、
破
産
裁
判
所
が
審
訊
の
手
続
に
よ
り
破
産
者

に
対
し
免
責
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
破
産
法
三
六
六

条
ノ
四
の
規
定
及
び
免
責
の
申
立
て
に
つ
き
異
議
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場

合
に
破
産
裁
判
所
が
異
議
申
立
人
の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
要
す
る
旨
を
定

め
た
同
法
三
六
六
条
ノ
八
の
規
定
は
．
詐
欺
破
産
及
び
過
怠
破
産
等
の
事

実
に
つ
い
て
債
権
者
の
証
言
等
に
よ
る
立
証
の
機
会
を
奪
う
も
の
で
憲
法

三
二
条
に
違
反
す
る
と
主
張
す
る
部
分
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
破
産
法
に
お
け
る
破
産
者
の
免
責
は
、
誠
実
な
破
産

老
に
対
す
る
特
典
と
し
て
、
破
産
手
続
に
お
い
て
、
破
産
財
団
か
ら
弁
済

で
き
な
か
っ
た
債
務
に
つ
ぎ
特
定
の
も
の
を
除
い
て
破
産
者
の
責
任
を
免

除
し
、
破
産
老
を
更
生
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
（
前
記

大
法
廷
決
定
参
照
）
と
こ
ろ
、
右
免
責
の
裁
判
は
、
当
事
者
の
主
張
す
る

実
体
的
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
純
然
た
る
訴

訟
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
で
は
な
く
、
そ
の
性
質
は
本
質
的
に
非
訟
事
件

に
つ
い
て
の
裁
判
で
あ
る
か
ら
、
右
免
責
の
裁
判
が
公
開
の
法
廷
に
お
け

る
対
審
を
経
な
い
で
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
破
産
法
の
右
規
定
が
憲
法

三
二
条
に
違
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
（
昭
和
三

六
年
（
ク
）
第
四
一
九
号
同
四
〇
年
六
月
三
〇
日
大
法
廷
決
定
・
民
集
一

九
巻
四
号
一
〇
八
九
頁
、
昭
和
三
九
年
（
ク
）
第
一
一
四
号
同
四
一
年
三

月
二
日
大
法
廷
決
定
・
民
集
二
〇
巻
三
号
三
六
〇
頁
、
昭
和
四
一
年
（
ク
）

第
四
〇
二
号
同
四
五
年
六
月
二
四
日
大
法
廷
決
定
・
民
集
二
四
巻
六
号
六

一
〇
頁
）
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
』

　
と
し
て
、
本
件
抗
告
を
不
適
法
と
し
て
却
下
。

〔
評
　
釈
〕

　
本
件
決
定
の
結
論
に
賛
成
す
る
が
．
そ
の
理
由
に
お
い
て
検
討
が
不
充

分
で
あ
る
．

一
　
本
決
定
は
、
免
責
手
続
に
お
け
る
破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
四
お
よ
び

破
産
法
第
三
六
六
条
ノ
八
の
規
定
に
つ
い
て
憲
法
第
三
二
条
に
関
す
る
初

の
最
高
裁
決
定
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
な
お
第
三
六
六
条
ノ
九
が
憲
法
第

二
九
条
に
違
反
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
判
断
も
示
さ
れ
て
い
る
が
本

評
釈
で
は
触
れ
な
い
。

二
　
本
決
定
の
論
拠
は
、
免
責
の
裁
判
は
．
当
事
者
の
主
張
す
る
実
体
的

権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件

に
つ
い
て
の
裁
判
で
は
な
く
、
そ
の
性
質
は
本
質
的
に
非
訟
事
件
に
つ
い

て
の
裁
判
で
あ
る
か
ら
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
を
経
な
い
で
も
憲

法
第
三
二
条
に
違
反
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
は
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非
訟
事
件
で
あ
る
か
ら
公
開
の
対
審
は
不
必
要
と
い
う
切
り
捨
て
方
で
あ

る
が
、
非
訟
事
件
で
あ
る
か
ら
公
開
の
対
審
は
不
要
と
す
る
結
論
だ
け
で

な
く
、
具
体
的
か
つ
実
質
的
な
理
由
を
検
討
し
て
結
論
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
以
下
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　
な
お
免
責
の
制
度
目
的
に
つ
ぎ
、
本
決
定
の
よ
う
に
誠
実
な
破
産
者
の

特
典
と
考
え
て
も
．
ま
た
は
破
産
老
の
経
済
的
更
生
と
考
え
て
も
以
下
の

点
に
つ
い
て
相
違
を
き
た
さ
な
い
。

三
　
憲
法
第
三
二
条
と
第
八
二
条
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
．

　
①
　
憲
法
第
八
二
条
第
一
項
に
定
め
る
裁
判
と
第
三
二
条
に
い
う
裁
判

と
が
同
一
の
も
の
（
訴
訟
事
件
）
を
意
味
す
る
と
い
う
見
解
（
樋
糊
紳
噛
林
順

雛
働
瀟
恥
嫁
咳
燗
踊
と
）
を
基
礎
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
派
生
す
る
見
解
は
以
下

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
訴
訟
事
件
の
非
訟
化
は
許
さ
れ
な
い

と
す
る
見
解
と
、
訴
訟
事
件
の
非
訟
化
は
問
題
と
な
る
権
利
関
係
に
つ
い

て
別
に
訴
訟
手
続
き
の
途
が
開
か
れ
て
い
れ
ば
許
さ
れ
る
と
す
る
見
解

（
五
ω
と
ω
の
判
例
群
）
お
よ
び
訴
訟
事
件
も
非
訟
化
さ
れ
れ
ば
非
訟
事

件
と
な
り
、
こ
の
歯
止
め
は
な
く
、
非
訟
事
件
に
な
れ
ば
八
二
条
と
三
二

条
の
保
護
を
受
け
な
い
と
す
る
見
解
（
下
記
五
⑥
の
判
例
群
）
と
に
分
か

れ
る
。

　
ω
　
こ
れ
に
対
し
て
憲
法
第
八
二
条
第
一
項
の
裁
判
と
第
三
二
条
の
裁

判
は
一
致
し
な
い
と
す
る
見
解
は
以
下
の
よ
う
に
説
く
。
第
八
二
条
は
訴

訟
事
件
、
第
三
二
条
は
非
訟
事
件
で
、
第
三
二
条
は
た
だ
裁
判
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う
権
利
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
評
タ
雇
醸
職
剛
斬
恭
紳
訓
謙
跡
購
舗
翻

華
蟹
鮮
）
が
あ
る
．
こ
の
見
解
で
は
立
法
政
策
に
よ
っ
て
訴
訟
事
件
の
非

訟
化
は
無
制
限
に
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
八
二
条
は

訴
訟
事
件
、
第
三
二
条
は
非
訟
事
件
を
も
含
む
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
第

三
二
条
は
審
問
請
求
権
を
示
す
と
い
う
。
す
な
わ
ち
第
三
二
条
で
は
非
訟

事
件
に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
非
訟
の
手
続
が
与
え
ら
れ
、
訴
訟
事
件
に

は
訴
訟
手
続
き
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
第
三
二
条
の
庶
幾
す
る
と
こ
ろ
と

す
る
（
恥
鵬
孔
沸
搬
靴
の
甑
鰯
蔀
脚
脚
解
卦
榊
漱
肌
講
購
輪
敵
燦
職
以
○
軌
）
。
現
実
の
手
続

に
お
い
て
は
、
非
訟
事
件
と
い
っ
て
も
ど
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
強
い
か
に
よ

り
多
様
性
に
富
み
千
差
万
別
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
現
実
を
直
視
し
て

解
釈
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
手
続
的
手
当
て
を
必
要
と
す
る
の
で
こ
の
最
後
の
見

解
に
賛
成
す
る
。

四
　
非
訟
事
件
の
裁
判
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
決
定
で
も
即
時
抗
告
の
認

め
ら
れ
る
も
の
（
通
常
抗
告
に
は
抗
告
の
利
益
が
あ
る
限
り
形
式
的
確
定

力
が
な
い
。
）
に
は
形
式
的
確
定
力
が
あ
り
、
か
つ
羅
束
力
が
あ
る
（
非
訟

事
件
手
続
法
一
四
条
H
、
皿
。
通
説
は
こ
の
ほ
か
に
こ
の
裁
判
は
形
式
的

確
定
後
は
取
消
、
変
更
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る
．
）
．
ま
た
決
定
に
は
判

決
が
有
す
る
既
判
力
は
生
じ
な
い
が
、
そ
の
裁
判
が
な
さ
れ
た
同
一
事
実

及
証
拠
の
み
に
よ
っ
て
は
再
度
争
え
な
い
と
い
う
意
味
で
の
い
わ
ゆ
る
制

限
さ
れ
た
既
判
力
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
（
前
の
手
続
中
で
主
張
し
な
か
っ

た
も
の
も
後
の
手
続
で
主
張
で
き
、
か
つ
主
張
や
調
査
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
と
き
は
標
準
時
の
前
後
を
問
わ
ず
事
情
の
変
更
が
あ
れ
ば
裁
判
を
変
更

で
き
る
）
。
そ
う
し
て
、
前
の
裁
判
が
同
一
主
張
・
証
拠
の
下
で
か
つ
事
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情
変
更
の
な
い
場
合
（
以
下
同
一
条
件
と
い
う
．
）
に
お
い
て
は
通
用
性

を
有
す
る
こ
と
が
却
下
（
棄
却
）
の
裁
判
で
は
認
め
ら
れ
る
。
認
容
の
裁

判
で
も
同
一
の
条
件
下
で
は
、
裁
判
所
の
裁
判
に
よ
り
実
定
法
の
構
成
要

件
が
充
足
さ
れ
た
と
い
う
通
用
性
は
あ
る
。
こ
の
点
で
単
な
る
事
実
上
の

構
成
要
件
充
足
と
は
異
な
る
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
で
決
定
に
も
不
可
抗

争
力
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
学
説
に
は
後
者
を
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
裁

判
所
の
し
た
裁
判
と
し
て
裁
判
所
の
職
分
管
轄
性
に
求
め
る
見
解
が
あ
る

（
識
淋
虹
諮
』
誹
燃
鵡
鮒
ゆ
職
判
吻
臓
糊
勲
嘆
諮
嘱
欝
訴
）
。
こ
れ
は
、
後
の
裁
判
所

が
職
分
管
轄
を
有
し
た
前
の
裁
判
所
の
裁
判
（
意
見
）
を
尊
重
し
た
見
解

で
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
し
て
樹
て
た
訴
訟
は
却
下
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
非
訟
手
続
で
の
裁
判
が
確
定
し
た
後
に
、
同
一
条
件
で
再
度
申
立

て
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
裁
判
の
同
一
条
件
下
に
お
け
る
通
用

性
を
認
め
て
よ
い
が
・
し
か
し
こ
れ
を
裁
判
所
の
職
分
管
轄
性
に
求
め
る

必
要
は
な
く
、
そ
れ
は
か
つ
て
裁
判
所
の
裁
判
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

の
反
復
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
前
訴
の
裁
判
所
の
裁
判
の
同
一
条
件
下
で
の

不
可
抗
争
力
に
基
づ
く
と
解
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

五
　
同
種
の
裁
判
の
類
型
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
高
裁
が
リ
ー
ド
し
て

き
た
同
種
の
事
例
の
判
例
に
お
い
て
．
最
高
裁
は
、
訴
訟
事
件
を
実
体
的

権
利
義
務
に
争
い
が
あ
り
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
終
局
的
に
確
定
す
る
も
の

と
規
定
し
た
上
で
、
以
下
の
①
、
ω
、
⑥
の
類
型
と
も
に
合
憲
と
い
う
。

　
ω
　
基
本
的
な
法
律
関
係
の
存
在
を
確
定
す
る
裁
判
は
訴
訟
手
続
に
よ

る
必
要
が
あ
る
が
、
基
本
的
法
律
関
係
は
変
更
せ
ず
に
、
そ
の
具
体
的
内

容
を
形
成
す
る
裁
判
は
非
訟
事
件
手
続
に
よ
る
も
の
。
こ
れ
に
は
イ
、
最

大
決
昭
三
五
年
・
七
・
六
（
民
集
一
四
巻
九
号
一
六
五
七
頁
金
銭
債
務

臨
調
法
七
条
の
裁
判
）
、
ロ
、
最
大
決
昭
四
〇
・
六
・
三
〇
（
民
集
一
九

巻
四
号
一
〇
八
九
頁
夫
婦
同
居
審
判
）
、
ハ
、
最
大
決
昭
四
〇
・
六
・

三
〇
（
民
集
一
九
巻
四
号
一
二
四
頁
　
婚
姻
費
用
分
担
審
判
）
、
二
、

最
大
決
昭
四
一
・
三
・
二
（
民
集
二
〇
巻
三
号
三
六
〇
頁
　
遺
産
分
割
審

判
）
．
ホ
、
最
決
昭
四
五
・
五
・
一
九
（
民
集
二
四
巻
五
号
三
七
七
頁

借
地
条
件
変
更
の
裁
判
）
、
へ
、
最
決
昭
四
八
・
三
・
一
（
民
集
二
七
巻
二

号
一
六
一
頁
　
株
式
買
取
価
格
決
定
の
裁
判
）
、
ト
、
最
決
昭
五
六
・
三
・

二
六
（
金
商
六
一
九
号
五
〇
頁
　
借
地
権
譲
渡
の
許
可
の
裁
判
）
が
あ
る
。

　
⑧
　
基
本
的
な
法
律
関
係
の
存
否
を
確
定
す
る
裁
判
が
非
訟
手
続
な
い

し
こ
れ
に
準
ず
る
手
続
き
に
お
い
て
な
さ
れ
た
が
、
当
事
者
が
別
に
こ
れ

に
つ
い
て
訴
訟
手
続
に
お
い
て
争
え
る
途
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
当
事
者

が
異
議
を
申
し
立
て
る
と
失
効
し
別
途
訴
訟
手
続
が
開
か
れ
る
も
の
で
、

こ
れ
に
は
、
イ
、
調
停
に
代
わ
る
審
判
・
決
定
（
家
審
法
二
四
条
、
二
五

条
、
民
調
法
一
七
条
．
一
八
条
）
、
ロ
．
合
意
に
相
当
す
る
審
判
（
家
審

法
二
三
条
、
二
五
条
）
、
ハ
、
損
害
賠
償
査
定
の
裁
判
（
商
法
三
八
六
条

－
八
、
三
九
四
条
、
四
五
四
条
、
会
更
法
七
二
条
1
、
七
四
条
）
、
二
、

最
判
（
大
法
廷
）
昭
和
四
五
・
六
・
二
四
（
民
集
二
四
巻
六
号
六
一
〇
頁
）

破
産
宣
告
決
定
事
件
は
、
別
途
破
産
債
権
確
定
訴
訟
が
あ
る
か
ら
合
憲
と

い
う
が
、
こ
の
判
例
が
ω
、
又
は
①
に
入
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ

⑥
に
入
る
。
な
ぜ
な
ら
破
産
宣
告
に
よ
り
破
産
者
の
財
産
管
理
処
分
権
喪

失
と
破
産
債
権
者
の
債
権
行
使
方
法
の
制
限
等
の
効
果
の
発
生
は
上
記
で

は
説
明
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
ホ
、
最
決
昭
和
四
二
・
一
二
二
五
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（
民
集
二
一
巻
一
〇
号
二
六
〇
二
頁
）
任
意
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
方

法
異
議
（
民
訴
法
上
の
手
続
だ
が
公
開
・
対
審
の
保
障
な
し
、
か
つ
抗
告

審
で
の
問
題
）
も
こ
れ
に
入
る
．

　
⑥
　
基
本
的
な
法
律
関
係
の
存
否
を
確
定
す
る
裁
判
が
、
非
訟
事
件
手

続
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
、
当
事
者
に
は
訴
訟
手
続
を
す
る
途
が
全
然
存

在
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
イ
、
最
大
決
昭
和
四
一
二
二
・
二

七
（
民
集
二
〇
巻
一
〇
号
二
二
七
九
頁
　
過
料
の
裁
判
ー
後
見
的
民
事
監

督
、
一
種
の
行
政
処
分
と
い
う
。
）
、
ロ
、
最
大
決
昭
和
四
五
・
一
二
二

六
（
民
集
二
四
巻
＝
二
号
二
〇
九
九
頁
　
会
社
更
生
計
画
認
容
－
同
上
）
．

ハ
、
最
大
決
昭
和
四
六
・
七
・
八
（
判
時
六
四
二
号
二
一
頁
　
親
権
者
変

更
の
審
判
－
後
見
的
立
場
、
合
目
的
的
と
い
う
．
）
、
二
、
最
決
昭
五
九
．

二
二
〇
（
判
時
二
〇
九
号
九
一
頁
　
強
制
執
行
停
止
に
つ
い
て
の
裁

判
）
、
ホ
、
最
決
昭
五
九
・
三
・
二
二
（
判
時
一
二
二
号
五
一
頁
　
相
続

人
廃
除
審
判
）
、
へ
、
最
決
昭
六
一
・
九
・
八
（
訟
月
三
三
巻
七
号
り
九
二

〇
頁
　
国
選
弁
護
人
の
報
酬
額
の
決
定
）
、
ト
、
本
件
も
こ
の
グ
ル
！
プ
に

入
る
．
こ
の
⑥
の
類
型
が
近
時
第
三
の
手
続
等
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

六
　
本
件
の
間
題
に
つ
ぎ
、
外
国
に
お
け
る
制
度
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ

で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
制
度
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
新
倒
産
法
で
は
レ
シ
ー
バ

ー
に
よ
る
調
査
報
告
が
定
め
ら
れ
て
い
る
．
ま
た
ド
イ
ッ
倒
産
法
草
案
に

お
い
て
は
破
産
者
と
倒
産
債
権
者
の
審
尋
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

七
　
そ
こ
で
検
討
す
る
と
、
免
責
の
裁
判
に
は
、
①
、
破
産
者
の
必
要
的

審
尋
（
破
三
六
六
条
ノ
四
1
）
及
び
検
察
官
、
破
産
管
財
人
．
破
産
債
権

者
に
審
尋
期
日
の
送
達
及
公
告
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
㈹
、
破
産
者
自
身

の
申
立
に
よ
る
の
で
直
接
の
相
手
方
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
点
で
対
審
性

は
自
己
破
産
の
申
立
の
場
合
と
同
様
に
正
面
か
ら
の
制
度
と
し
て
は
組
み

入
れ
て
い
な
い
．
し
か
し
破
産
管
財
人
等
（
破
三
六
六
条
ノ
七
、
三
六
六

条
ノ
八
．
東
京
地
裁
の
実
務
で
は
検
察
官
、
管
財
人
の
立
会
は
し
な
い
の

が
通
例
で
あ
る
．
）
と
現
実
に
不
利
益
を
受
け
る
破
産
債
権
者
の
立
会
お

よ
び
意
見
聴
取
と
い
う
方
法
で
対
審
類
似
の
実
質
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、

㈹
、
実
務
で
は
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
審
尋
期
日
を
行
っ
て
い
る
。
か
つ

審
尋
調
書
を
作
っ
て
い
る
（
但
し
次
回
の
審
尋
期
日
の
み
を
記
載
す
る
こ

と
が
多
い
．
）
．
さ
ら
に
＠
、
実
務
で
は
、
証
人
尋
問
も
公
開
の
法
廷
で
行

っ
て
い
る
．
㈲
、
免
責
の
審
理
に
お
い
て
は
管
財
人
の
報
告
書
を
必
要
と

し
（
破
三
六
六
条
ノ
五
）
、
実
務
上
こ
れ
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
免
責
不
許
可
事
由
の
調
査
そ
の
他
を
実
際
上
破
産
管
財
人
が
最
も
良

く
知
り
得
る
立
場
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
管
財
人
の
報
告
書
に
重
点
が
置

か
れ
る
。
し
か
し
管
財
人
が
選
任
さ
れ
た
事
件
は
こ
れ
で
賄
え
る
と
し
て

も
、
同
時
廃
止
の
よ
う
に
管
財
人
の
選
任
が
な
い
場
合
の
調
査
担
当
者
を

ど
う
す
る
か
が
問
題
と
な
る
．
一
部
の
裁
判
所
で
行
っ
て
い
る
破
産
宣
告

の
審
理
中
に
免
責
の
事
由
も
合
わ
せ
て
調
査
す
る
こ
と
も
一
つ
の
努
力
と

し
て
評
価
し
う
る
が
、
そ
の
た
め
に
自
己
破
産
・
同
時
廃
止
の
宣
告
手
続

き
に
長
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本
件
に
お

い
て
は
Y
の
主
張
す
る
証
人
尋
問
を
し
な
か
っ
た
点
は
、
そ
れ
が
管
財
人

の
報
告
書
に
お
い
て
全
く
記
載
の
な
い
事
実
で
、
か
つ
唯
一
の
証
拠
方
法

で
あ
る
場
合
は
証
拠
調
べ
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
し
か
し

Y
は
こ
の
点
を
主
張
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
．
ま
た
⑥
、
免
責
の
裁
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判
で
は
．
裁
判
所
の
裁
量
は
多
い
と
い
え
る
。
で
き
る
だ
け
免
責
を
許
可

す
る
方
向
で
あ
っ
た
が
，
し
か
し
最
近
の
運
用
で
こ
れ
も
充
分
に
調
査
を

し
て
免
責
申
立
の
濫
用
を
防
止
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
．

　
免
責
の
裁
判
に
は
そ
れ
が
許
可
さ
れ
る
と
、
同
一
条
件
下
で
は
再
度
争

え
な
い
と
い
う
不
可
抗
争
力
が
対
世
的
に
生
じ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
既
判

力
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
免
責
許
可
の
裁
判
が
な
さ
れ
る
と
、
同
一
条
件

の
事
態
が
継
続
す
る
限
り
後
に
争
え
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
場
合

に
免
責
手
続
が
合
憲
と
い
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
裁
判
と

い
え
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
そ
こ
で
免

責
の
裁
判
に
は
右
①
な
い
し
⑥
の
実
務
で
の
運
用
に
よ
る
処
理
が
あ
る
以

上
、
規
定
だ
け
か
ら
は
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
免

責
の
裁
判
は
実
務
の
運
用
に
よ
っ
て
、
一
応
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

い
え
、
憲
法
第
三
二
条
に
違
反
す
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

に
結
論
の
当
否
は
、
通
常
の
事
態
か
ら
例
外
の
事
態
に
わ
た
っ
て
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
右
の
同
一
条

件
で
は
な
く
異
な
っ
た
条
件
に
至
っ
た
場
合
で
も
（
た
と
え
ば
非
免
責
事

由
の
新
発
見
等
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
）
、
破
産
債
権
者
は
、
自
ら
非
免

責
の
申
立
を
な
し
え
な
い
。
す
な
わ
ち
同
一
条
件
が
変
更
し
て
異
な
っ
た

状
態
と
な
っ
て
も
免
責
を
え
た
破
産
者
が
申
立
を
し
て
来
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
の
で
、
破
産
債
権
者
の
非
免
責
の
裁
判
の
申
立
を
認
め
な
け
れ
ば
、

免
責
で
不
利
益
を
受
け
る
破
産
債
権
者
に
も
パ
ラ
レ
ル
な
保
障
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
点
は
免
責
取
消
事
由
の
不
正
の
方
法
（
破
三

六
六
条
の
一
五
後
段
）
を
類
推
し
て
免
責
取
消
事
由
た
り
う
る
と
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
に
よ
っ
て
本
決
定
の
結
論
に

は
賛
成
で
あ
る
が
、
本
決
定
の
い
う
よ
う
な
，
免
責
の
裁
判
は
非
訟
事
件

ゆ
え
に
合
憲
と
い
う
理
由
で
は
説
得
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
免
責
の
裁
判

の
実
質
を
検
討
し
、
か
つ
当
の
事
件
毎
に
具
体
的
な
検
討
を
施
し
て
結
論

を
導
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
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